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1.　婦人用ストッキングの着用中に生ずるずれやたる

みの原因を知るために次のような研究を行ない，いくっ

かの知見が得られた。



2.　 ストクキングの着装条件と考えられる，ストッキ

ングを固定ナるガーターの長さ（0, 3, 10, 25 cm）,とめ

具の位置（I,  n,  Ⅱ ）,ストッキングのウェルト把持部

の位置（上，下）およびストッキングの伸長度（0,  5,

10% ）をそれぞれ変化して，着用実験をおこない，スト

ッキングのずれ量を求めた。ずれ量は，よこ方向とたて

方向に分けて考え，よこ方向は，前後面および サイ ド

の動作によるずれ面積を求め，たて方向は膝関節部から

上，下のずれの長さを求めた。その結果は四元配置の分

散分析法で解析した。

3.    （1) よこずれについて

a ）ガーターの長さは短い方がずれにくい。

b ）ガーターの長さが長いときは，とめ具の位置はｎ

がよい。またストッキングはあまり伸長しないで着装す

るのがよい。

（2ト たてずれについて

a ）ガーターの長さは，短い方がよい。

ｂ）とめ具は，ウェルトの上部把持のときは, n の位

置がよい。また下部把持のときは，I の位置がよい。し

かし，ガーターの長さの短いときは, n の位置がよい。

ｃ）ストッキングの伸長度は，ウェルト上部把持，下

部把持共に少ない方がよい。しかしガーターの長さの短

いときは5% 伸長でもよい。
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